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鈴木道雄 ＊

　疾患は時代とともに変化する。身体疾患においては，過去に疾患の中心を占めてい
た感染症は，抗菌薬やワクチンの開発などによってその多くが克服された一方で，グ
ローバル化の進展や地球温暖化が新興感染症のパンデミックをもたらしている。ま
た，高齢化や生活習慣の変化は，悪性腫瘍やメタボリックシンドローム/生活習慣病
の増加を招いた。時代とともに変化することは精神疾患も同様であるが，その変化の
本質や背景要因は，身体疾患に比較すると明確でないことが多いように思われる。
　教育や医療などの現場における神経発達症の増加は，現代の精神疾患における動向
の特に大きな特徴の一つである。時代，国，文化を問わず一定の割合で生じると信じ
られていた統合失調症が減っており，軽症化していると多くの臨床家が実感してい
る。うつ病患者の顕著な増加とともに顕在化した，メランコリー親和型うつ病とは異
なる非定型病像を示すうつ病は，うつ病の診断や治療の見直しを迫るものであった。
双極症についても，Ⅱ型の概念が導入されたことにより，裾野が大きく広がり，診断
と治療に変化がもたらされている。ボーダーラインパーソナリティ症などのパーソナ
リティ症の減少や軽症化を指摘する声も少なくない。摂食症は，かねてより時代や国
によって有病率が異なる疾患として知られている。
　上記に例を挙げたものに限らず，時代とともに生じる精神疾患の変化について，そ
れが疫学的な事実であるのか，また現在はどのような状況にあるのかを確認し，それ
らの変化の本質を理解することは，疾患の理解だけでなく，診断や治療を実践するう
えでも重要であろう。時代による変化の背景には，病態理解の進展に伴う疾患概念な
どの変化や，社会的状況や文化などが人格形成や心理状態に影響を及ぼすことによっ
て生じる発症率や有病率，臨床的表現型の変化など，さまざまな要因があると考えら
れる。また，精神疾患の境界は曖昧であるため，診断方法や診断基準の変化によって
診断の態様は大きく変わりうるし，治療標的や治療技法の変化が同じ疾患の別の側面
や異なるステージをより浮かび上がらせることもある。別々の疾患に生じている変化
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が相互に関連していることも予想される。過剰診断・過小診断の問題や，疾患喧伝
（disease mongering）の影響を考慮すべき場合もあるかもしれない。
　本特集は，精神疾患について，時代とともに変わってきた，あるいは変わりつつあ
る疫学的・臨床的特徴を取り上げ，その背景にある要因を明らかにすることにより，
それらの変化の本質を見極め，理解を深めることを意図している。
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